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小泉八雲ゆかりの建築物と日本文化













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































写真12 避暑の家の跡地現況 写真13 避暑の家跡地の石碑
図８ 避暑の家の２階現状平面図
までの８回の夏季の内，６回も訪れた。最初に焼津へ行っ
た翌年は，知人の誘いで神奈川県藤沢市鵠沼（くげぬま）
へ家族とともに赴いたが，海が遠浅で，東京からの客も
多いことを嫌って，再び訪れることはなかった。焼津に
行かなかったもう１回の夏は，夫人が出産を控えていた
同36年である。焼津の滞在は毎回長期で，１箇月から２
箇月間に渡り，ここから富士山に登ったこともある。
八雲は乙吉の家の２階に滞在するが，焼津では夫人へ
の手紙を書くのみで，作品の執筆はしなかった。しかし
焼津で見たり聞いたりしたことを，題材にしたと考えら
れる作品が数点ある。それらは明治32年刊の『霊の日本』
中の「焼津にて」，同33年の来日第７作目『影』の第３
部に「夜光るもの」，同34年の『日本雑記』第３部の
「海のほとり」「漂流」「乙吉のだるま」である。
３．明治村における避暑の家の現状
小泉八雲「避暑の家」は，現在も建造当初と同じく東
を正面にして建つ。移築前には太平洋が正面の先に広がっ
ていた。博物館明治村では建物から50mほど東に，入
鹿池がある。避暑の家の隣は，北に少し離れて重要文化
財「呉服座」，南に隣接して石川啄木が２階で生活した
「本郷喜之床」が建つ。「本郷喜之床」は平成25年に「理
容遺産」となっている。
現在「避暑の家」は１階が，菓子類を販売する店舗と
して使用されており，休日には親子連れが訪れて盛況で
ある。近年には外倉庫が，建物背面である西側に置かれ
た。その外倉庫を隠すため，北外壁面を延長するように
板塀が設けられた。
全体の外観は大屋根を切妻（きりづま：本を開いて逆
向きに伏せた形の屋根）とし，前後の下屋（げや）とも
桟瓦葺（さんがわらぶ）きである。隣家と接して建って
いた町家であるため，南北両面には窓がなく縦板張りに
目板（めいた）打ちとしている。上屋（じょうや）の規
模は桁行（けたゆき）が5454㎜（３間），梁間（はりま）
寸法が10908㎜（６間）である。下屋は東側が1260㎜
（４尺１寸６分），西側は1060㎜（３尺５寸）ほど上屋よ
り東西に出る。
１階は東面である正面の北側に主出入口を設け，建物
内に入ると土間が背面まで通る。居室は土間に沿って，
正面から８畳・６畳・６畳の３室が並ぶ。正面より１室
目は８畳敷きと，板張りになっている下屋部分の南側で
ある。１室目から２室目へは89㎜（３寸）の段差で上が
り，南端を２階への階段の入口とする。２室目は北側が
土間に張り出して，南面に押入を設ける。３室目北側は
１室目と同じ土間居室境になって，南面に床の間および
奥行の浅い地袋と天袋の床脇がある。
柱の通常の太さは115㎜前後であるが，正面から２室
目の土間に出ている北東角の柱だけが太く193㎜（６寸
４分）である。長押（なげし）は付かないが，差鴨居
（さしがもい：成が大きな鴨居）を多用する。居室と土
間は，ともに梁間方向に大引（おおびき：床板を下から
支える横架材）を架け，大引の上に板を敷く踏み込み天
井である。土間背面側には，１畳の大きさの吹き抜けに，
明り取りを設けている。
主出入口に立つ板戸２枚と障子戸１枚は，菓子類の購
入者や見学者の通行が円滑になるように，開館中は取り
除かれる。２室目と土間および１室目と２室目の境は，
菓子類の陳列と販売のため，常に建具を取り払っている。
１室目と土間は元々開放である。
２階は階段以外には段差がなく，正面側に床の間のあ
る10畳と４畳，１畳の板張り廊下を隔てた背面側に12畳
と押入がある。各部屋に長押は設けられていないが，12
畳には床の間と違い棚の床脇がある。３室は棹縁（さお
ぶち）天井で，中央の水平部分でも天井高が低く，東西
面の窓から各１間の位置で下方へ折れ，窓際ではさらに
低い（写真11参照）。
日本での八雲の居宅は，４都市の10か所となるが，短
い時には約５箇月間の家屋もあった。通算すると小泉八
雲は，焼津の避暑の家に半年以上滞在しており，過ごし
やすかったと思われる。
Ⅷ．む す び
これまで小泉八雲ゆかりの建築物６棟の現況を記述し
てきた。いずれの建築物も明治期の八雲が目にした当時
の様子を今日まで伝えている。それだけでなく広く多く
の人々にとっても，良好な文化的資源として守り活用さ
れているという現実がある。それが当該建築物の本来の
社会的役割とは限らない施設も含まれるが，結果的に将
来の日本にとって有益な資産となることが期待される。
その時に本研究成果が少しでも役立てられることを希望
するものである。
本研究を進めるにあたり各方面の方々から多くの力添
えを頂戴した。とりわけ松江市観光施設課の米原久人氏，
松江市の姉妹都市である愛知県丹羽郡大口町の大口町歴
史民俗資料館主任学芸員西松賢一郎氏，普門院の谷村常
順住職夫妻，大雄寺の松本慈弘住職，熊本市文化振興課
の丹後田（たんごだ）氏はじめ八雲熊本旧居事務局の皆
さま，博物館明治村の飯田喜四郎館長（いずれも調査時）
には実測当日に特段の御配慮を賜った。この紙面を拝借
して，心より感謝の意を表するものである。
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